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（単位：億円）

収益 20,078 23,962 3,884
売上総利益 1,190 1,397 207
    (売上総利益率） (5.9%) (5.8%) (▲0.1%) 
販売費及び一般管理費 ▲ 764 ▲ 842 ▲ 78
貸倒費用 ▲ 7 ▲ 7 0
営業利益    （※） 419 548 129
有価証券損益 ▲ 51 ▲ 2 49
固定資産関連損益 ▲ 13 8 21
その他の損益 10 3 ▲ 7
金融収支 ▲ 27 ▲ 83 ▲ 56
持分法による投資損益 104 87 ▲ 17
税引前利益 443 561 118
法人所得税 ▲ 119 ▲ 109 10
当期純利益 324 452 128

当社の所有者 281 415 134
非支配持分 43 37 ▲ 6
※ 「営業利益」は、日本基準における表示方法により開示

（単位：億円）
流動資産 8,848 9,257 409
   現金及び現金同等物 135 156 21
   営業債権及びその他の債権 5,142 5,438 296

たな卸資産 3,220 3,185 ▲ 35
   その他の流動資産 350 478 128
非流動資産 2,270 2,228 ▲ 42
   有形固定資産 969 971 2
   無形資産及びのれん 109 113 4
   その他の非流動資産 1,191 1,144 ▲ 47

11,118 11,485 367
流動負債 5,992 6,358 366

借入金 2,785 2,807 22
営業債務及びその他の債務 2,946 3,184 238
その他の流動負債 261 367 106

非流動負債 741 535 ▲ 206
借入金 530 351 ▲ 179
その他の非流動負債 210 183 ▲ 27

6,733 6,893 160
当社の所有者に帰属する持分 4,003 4,203 200

資本金・資本剰余金 1,512 1,512 0 子会社 関連会社 連結対象計 2022年3月末 2023年3月末
利益剰余金 2,201 2,328 127 65（▲4） 22（▲7） 87（▲11） 株主資本比率 36.0% 36.6%
その他の資本の構成要素 290 364 74 17（▲1） - 17  （▲1） ネットD/E レシオ 0.8 0.7

非支配持分 382 389 7 82（▲5） 22（▲7） 104（▲12）
4,385 4,592 207  ・ 括弧内は前年度末からの増減    
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【事業環境】
当期の世界経済は、ロシア・ウクライナ情勢の長期化や中国での新型コロナウイルス再拡大によるサプライチェーン混乱などの複合要因による
世界的な物価上昇と、それに呼応する各国利上げの影響も相俟って、回復ペースが鈍化した 。日本経済においては、物価上昇の影響を
受けつつも行動制限の緩和により緩やかに個人消費が改善したほか、企業業績の改善を背景に設備投資が堅調に推移したことから、緩や
かに回復した。

【業績】
当社グループを取り巻く環境に関しては、世界の鋼材需要は金融引き締めによる建設投資減速、原燃料価格高止まり等による影響を受け、
前年度比減少となった。日本の鋼材需要は、土木、造船部門で前年度比減少となったものの、建築、自動車、産業機械の部門では前年
度比増加となり、全体では微増となった。鉄鋼市況は高炉メーカーが設備を集約したことにより鉄鋼需給が逼迫したこと、更に、高騰した原料
価格を製品価格に転嫁したことから上昇した。
このような事業環境のもと、当社グループにおいては、「中期経営計画2024」にて「変革」と「成長」の２つのテーマを掲げ、デジタルを活用した
効率化・差別化による変革や、地政学リスクを踏まえつつ、成長性の高い地域での成長施策の検討・実行に取り組んだ。
上記の取り組みや鉄鋼市況の上昇を背景に、当年度の当社業績は、収益は2兆3,962億円（前年度比：19.3%増）、当社の所有者
に帰属する当期純利益は415億円（同：47.9％増)となった。

＜主な項目の状況＞

１．収益、売上総利益
主に鉄鋼市況の上昇を背景として、収益は前年度比3,884億円増加の2兆3,962億円(内、国内関連9,519億円、海外関連
1兆4,443億円)となり、売上総利益は前年度比207億円増加の1,397億円となった。

２．販売費及び一般管理費
円安に伴う為替換算の影響等により、前年度比78億円増加の842億円となった。

３．有価証券損益、固定資産関連損益
有価証券損益は前年度損失の反動により、前年度比49億円改善し▲2億円、
固定資産関連損益は前年度比21億円改善し8億円となった。

４．持分法による投資損益
海外における持分法による投資損益の減少により、前年度比17億円減少し87億円となった。

５．資産合計
鋼材価格上昇や円安進行等の要因で主に営業債権及びその他の債権が増加したことにより、資産合計は前年度末比367億円
増加し、1兆1,485億円となった。

６．有利子負債
当期純利益の積み増し等に伴う資金創出により、有利子負債は前年度末比157億円減少し、3,158億円となった。

７．資本合計
当期純利益の積み増しや、円安の進行に伴うその他の資本の構成要素の増加等により、前年度末比207億円増加の4,592億円
となった。

連結損益計算書

連結財政状態計算書

2023年6月12日
株式会社メタルワン

2022年度 連結決算の概要

連結対象会社数 連結財務指標
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